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〈第２５号〉

恒例の生石小学校稲刈り（１０／６）

１月９日（日）１０時３０分から生石地区成
人式が行われ、新成人１６３人（男性；８３人，
女性；８０人）が出席して門出を祝いました。
例年、生石公民館大会議室で行われていた式

典も、コロナ禍で三密を避けるため、西中学校
体育館で開催されました。会場では、出席者を
受付順に指定席区分し、フェイスシールドを装
着した担当者が検温や出席者の住所確認などを
行い、指定席へと案内していました。
また、オープニングセレモニーではこれまで

は獅子舞などが披露されてきましたが、今回は
西中吹奏楽部の前撮り演奏やメッセージを正面
のスクリーンに映し、野志市長からの祝辞など
が披露されました。

検温を受ける新成人

垣生山山頂からのご来光（２０２２年元旦撮影）（日の出前）

１面

晴れて成人の日を迎えれたこと、ま

たこのコロナ禍で成人式を開催して頂

いたことを大変嬉しく思います。

私たちはこれから変わりゆく社会の

中で夢や希望を持ちながら、ときに大

きな壁にぶつかりながら歩んでいかな

ければなりません。そんな中で増える

のが自由と責任だと思います。自由な

言動には必ず責任を持たなけれ

ばなりません。人と人との繋が

りを大切にして世間をしること。

今の自分を見つめ直し、成人と

しての自覚を持ちたいです。

今まで支えて下さった多くの方々へ

の感謝の気持ちを忘れず、自分の意思

を持ち、社会に恥じない大人になれる

ようこれからも歩み続けたいです。

西本 真美（記）

自分が自分を好きでいるために！

２０歳という大きな節目を迎え、

これから大人として認識されること

への不安と嬉しさ、また周りの方々

への感謝を感じています。これまで

成長してきた中で、それは何に対し

ても怒らなくなったことです。器が

大きくなったと言えば、

聞こえは良いですが、自

分は、こだわり、目標に

向かって、がむしゃらに

生きてきた自分を懐かし

く、羨ましく思います。

これから社会に出て、困難なこと

に出逢った時、自分が自分を好きで

いられるように、メリハリをつけて、

こだわりたい、と強く思います。

中矢 章弘（記）

中矢さんと西本さん

「はたちのことば」を述べる

中矢章弘さんと西本真美さん



垣生山整備部では、毎月陽光桜植

樹部の下草刈りや、除草剤の散布な

どを行い、また、垣生山登山者に協

力をして頂き、山頂への真砂土運搬

事業を展開中です。

＜垣生山整備部＞

広報部は、生石まちづくり通信

（第２３号～第２５号）を定期発

行するため、コロナ禍で各種事業

が中止や制限される中での取材活

動となりました。

＜広報部＞

２０２１年度もコロナ感染禍で、理事会や

総会が開催できず、書面議決により各事業計

画が承認されました。６月からは、少人数で

の集会が可能となり、少しずつ活動を開始し

ましたが、これまでのような、地区全体を対

象とした行事は中止としました。

また、年度後半からは、多人数での活動が

可能となり、１１月１４日（日）には、松山

市主催のサイクルロゲイニング大会への全面

協力や、１１月１９日（金）に行われた、西

中学生と先生約４００人とまちづくり協議会

から約５０人が参加して「空港通りの清掃」

をおこないました。

今後とも地域の皆様や地元企業の皆様と共

に「住んで楽しい・安全安心な生石地区」を

目指して、まちづくり活動を推進して参りま

すので、どうぞご支援とご協力をよろしくお

願いいたします。 副会長 髙藤 頼夫

生活安全部は、地区内の交通事故

を防止するため、２０１６年に配布

した交通安全マップを見直し、改訂

版を作成して、地区内約７,０００戸

に全戸配布しました。

＜教育文化部＞

＜生活安全部＞

福祉部は、「健康講座」の開催と

「ふれあい食堂」の開設計画をまと

め、準備を進めています。

＜福祉部＞

教育文化部は、松山市から

管理を委託された掩体壕（戦

争遺跡）の管理や見学者の案

内、シトラスリボン運動の普

及活動として、リボン作り講

習会を開いたり、コロナに感

染した人や医療従事者への偏

見や差別を無くす啓発活動を

行ってきました。＜環境部＞
環境部は、ゴーヤの種を配布し

て、夏場のゴーヤカーテン作りの

推進や、プランターでひまわりや

葉牡丹などを育て、地区の成人式

会場を飾ったり、湯領緑地公園前

の堂之元川土手を除草・整地して、

コスモスを育て、道行く人たちの

眼をたのしませる活動をおこない

ました。

＜山頂部＞

救急救命訓練に取り組む参加者

ロープワーク訓練に取

り組む参加者

したが、今回は防災

関係者のみの参加で行

われました。約９０名

が「煙体験」「土のう

作製」「ロープワー

ク」「消火訓練」「応

急救護処置」の５ブ

ロックに分かれて順番

に訓練を行いました。

令和３年１１月２１

日(日) 午前９時から生

石小学校グラウンドに

おいて、令和３年度生

石地区自主防災組織連

合会防災訓練がおこな

われました。前年度は、

コロナウイルス感染防

止のため中止となりま

遊に夢中の子どもたち

令和３年１１月２１日（日）松山市視覚障がい者協会の皆

さん（３２名）が路線バスを利用して、南吉田町にある掩体

壕に見学に来られました。現地では、教育文化部の向井さん

が説明に当たり、皆さん熱心に耳を傾け、また、構造をよく

理解して頂くために特別に壁面まで案内して、コンクリート

の壁を直接手で触れていただき、硬さや大きさを実感され、

皆さんとても喜ばれていました。 三村 由美子（記）

中矢 章弘（記）

2月１７日（木）垣生山整備

部では、垣生山高岡町側登山

道入り口沿いにある陽光桜植

樹地において、令和３年度生

石小学校卒業記念植樹式を行

いました。晴天にも恵まれ、

卒業生１４３名を代表して、

男女４人ずつが参加して、陽

光桜の苗木２本を植えました。

ペットボトルで補水 熱心に説明を受ける見学者の皆さん
２面

＜登山道入口部＞



　

休診；日曜／祭日・木曜午後・土曜午後

～笑顔のあふれる病院～

医療法人結和会 松山西病院

愛 媛 銀 行

空港通支店
松山市高岡町７９-２

TEL ９７１-９２００

老人保健施設ミネルワ

松山市高岡町３０２-２

TEL ９７２-９５００

えひめ中央農業協同組合

生 石 支 所
松山市高岡町８４１-１

TEL ９７２-００５７

医療法人河原医院

３面

内科・消化器科・外科医療法人ミネルワ会

松山市富久町３６０-１

TEL ９７２-３３５５

松山市高岡町６３０-３

TEL ９７１-２０２５

や ま の べ
〒791-8042

松山市南吉田町６１８
Tel.968-8088  Fax.968-8188

ご寄付のお礼！
「生石地区まちづくり協議会」に、

ご寄付を賜りました、各事業者の皆

さま、誠にありがとうございます。

今後ともご支援、ご協力をよろし

くお願いいたします。

令和３年１１月２８日(日) 午前８時３０分か

ら生石小学校体育館において、令和３年度第１

２回生石地区スマイルボウリング大会が行われ

ました。コロナ禍のため各分館１チームのみの

参加で、８チームでの戦いとなりましたが、熱

戦の末、高岡分館が優勝しました。

一年の始まりは垣生山から！？生石地区まちづ

くり協議会では、例年「初日の出鑑賞登山」を

行って来ましたが、今年も新型コロナウイルス感

染予防のため中止となりましたが、好天に恵まれ

た垣生山には、毎日垣生山を散歩で訪れる人たち

や、近くに住む多くの皆さんが登り、山頂にはお

よそ１５０人近くの人たちが２０２２年のご来光

を待ちました。石鎚山系に登ってくる神々しい光

芒を放つご来光に歓声があがり、一日も早いコロ

ナウイルスの終息などそれぞれに思いを馳せてい

ました。

また、この日登ってきた高校生

以下の子どもさんたちには、まち協・

教育文化部で用意した、垣生山登山

の記念品70個を各々にプレゼント

され、笑顔で受け取っていました。

撮影者（記）

石鎚山系に昇るご来光

（記念品）

松山市食生活改善推進協議会生石支部は、地域住民の明

るく健康的な食生活習慣の実現に取り組んできた２５年間
の活動が認められ、このほど厚生

労働大臣表彰をいただきました。

これは偏に地域の皆様のご協力、

ご支援のおかげです。これからも

会員一同精進してまいります。

長谷川 妙子（記）

１２月１１日（土）生石公民館では、「親子ふれあいデー」が

開催されました。昨年は新型コロナ感染禍で中止となりましたが、

今年もバザーや演劇など大勢が一堂に集う行事は無く、家族単位で

行うゲームや工作をメインにして、また、参加者には全員名前や体

調、体温、連絡先などを記入した参加票を提出してもらうなど、可

能な限りの感染対策を講じての開催となりました。

また今回は、チラシによるボランティア募集で、３１名の西中生

徒の応募があり、それぞれに興味あるコーナーでお手伝いをしても

らい、訪れた子どもさんたちと一緒になって、楽しくふれあいのひ

と時を過ごしました。参加した親子さんたちは、ゲームや工作でお

菓子やオモチャをゲットし、島のミカンなどをもらって、笑顔で公

民館を後にしていました。 栗原 葉子（記）

風船アートコーナー

１月２０日（木）生石公民館において、１４名の皆さんが参

加して令和３年度市民食育講座が開催されました。講師には、

管理栄養士の岩城佳代先生（富久町）をお迎えして、「高血圧

予防～血管を若く保つ食生活～」をテーマに、減塩に配慮した

献立を中心にお話をしていただきました。

最後の質問コーナーでは、参加された皆さんが熱心に質問さ

れていました。

講
習
前
の
検

温
で
す
！



４面

生石地区まちづくり協議会ＨＰアドレス；http://shoseki-machi.org/

Facebookアドレス；https://www.facebook.com/shoseki.machi/

＜ 編 集 後 記 ＞

３月１７日（木）西中学校卒業式

３月１９日（土）生石保育園卒園式

３月２４日（木）生石小学・さくら小学校卒業式

４月 ２日（土）生石保育園入園式

４月 ８日（金）生石小学・さくら小学校入学式

４月１１日（月）西中学校入学式

２月３日（木）桃山幼稚園では、節分の行事「豆ま

き（節分集会）」がありました。「かわいい鬼さん」

のお面を頭につけた園児のみんなは、園庭で寒さも

へっちゃら！力を合わせて鬼に豆を投げました。鬼た

ちは、たちまち降参！降参！「福の神の踊り」もあり

「鬼さんスクラム」の曲に合わせてみんなで踊り、楽

しい思い出づくりができました。節分が過ぎると、も

うすぐ春です。みんな仲良く元気に笑顔でいようネ！

林 敬道（記）

遊に夢中の子どもたち！

２月６日（日）久保田町では、履脱天満宮の例大祭が行われま

した。例年だと２日間の日程で、餅まきや干支絵馬の奉納、書道

パフォーマンスや武道などの演武イベントが行われてきましたが、

今年も新型コロナウイルス、オミクロン株による感染拡大を受け、

規模を縮小して、社殿前に長椅子を並べ、神職や祭典奉仕者によ

る神事のみが斎行されました。

そんな中でも、済美高校美術科生徒による「干支絵馬」や新田

高校書道部生徒による「書」の奉納は例年通り行われました。ま

た一般の参拝者には事前に分散参拝を呼びかけ、参道には、感染

予防のため足型シールを貼るなどして間隔を開け、参拝していま

した。 石本 隆廣（記）

竹林と虎の親子絵馬

神事を行う関係者の皆さん

生石保育園では、毎朝の

意味ある運動で、生石八幡

神社の石段をかけあがる神

社ダッシュを行っています。

この活動が始まったきっ

かけは東日本大震災です。

津波の時は高台避難！自分

の命を守れる身体づくりの

ために取り組んでいます。

あれからもうすぐ１１年。

３歳以上の子どもたちが毎

日元気に神社へ駆け上がっ

ています。（現在は、新型

コロナウイルス感染症予防

のためお休みしています）

島田 健介（記）

石段を元気に駆け

上がる園児たち 参道入り口の書と

奉納された書「望」

１１月２６日（金）生石公民館において、「移動児童館であそ

ぼ！」が催されました。中央児童館の専用トラックにたくさんお

もちゃや大きな遊具を詰め込んで、出前で遊びを提供してくれま

した。また、コロナ禍で１０組限定ではありましたが、７組の方

にご応募いただきました。参加した子どもさんたちは、大きな遊

具やおもちゃ、リトミックでおもいっきり楽しんでいました。

この時の様子は、松山中央児童センターのツイートでも

紹介されています。 栗原 葉子（記）

新型コロナウィルスが社会問題となり始めてから２年になろ

うとしています。変異株が次から次へと出現して、その度に流

行を繰り返しています。現在は３回目のワクチン接種が急務と

なっており、子どもへの接種や治療薬も承認され処方されるよ

うになってきました。生石まちづくり通信においては出来るだ

け明るく楽しい話題を取り上げていきたいと思っています。何

卒よろしくお願いいたします。 門田慎二（記）

※ＱＲコードはtwitterのものです。


